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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・竹内　キミエ様～東病棟Cユニット6号室
・戸谷　政雄様～東病棟Cユニット4号室

【転出】
・竹林　幹彦様～東病棟Dユニット18号室→西病棟Aユニット43号室へ転出となる。
・上野　揚子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Aユニット124号室へ転出となる。
・豊田　健世様～東病棟Cユニット5号室→西病棟Bユニット21号室へ転出となる。

【ユニット移動】
・石戸谷　愛子様～東病棟Aユニット9号室→Dユニット20号室（A15）へ移動となる。

＜患者様連絡事項＞
・奈良　治隆様～2/10　10時退院予定。おおぞらクリニック通院予定。初外来調整中。

・横田　彩加様～歯痛あり。IFオーダー追加となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放中は奇声や他室侵入繰り返し落ち着かず。時間早め開放観察終了する。自室内でも奇声や壁蹴りあり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。断続的に壁蹴り見られており、妄想言動著明。都度声掛けするも聞き入れは不良。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。自身の要求の訴え頻回、要求が通らないと自室から出ようとする行動有り。説明にも行動の自制伴わずにいる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・寺井　のり子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。時折唸り声聞かれている。危険行動なし。経管栄養トラブルなし。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・北村　奈美様～終日隔離中。食事は介助にて全量摂取。気分高揚さや妄想言動持続。尿失禁頻回に見られ都度更衣行っている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr診察情報＞
・田端　徳美様～処方・指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年1月31日　12：14　
　氏　　名：鳥谷　政雄様（とや　まさお）様
　生年月日：昭和22年1月19日（78歳）
　病　　名：脳梗塞後、認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在妻、次男と3人暮らし。以前はタイル職人として働いていた。性格は
　易怒的で仕事を辞めた60歳頃より妻へ対してのあたりが強くなっていた。
　平成29年脳梗塞発症し右麻痺残存。左に杖を持ち独歩であった。以降徐々に
　物忘れや判断力の低下がみられていた。同時期、妻が乳癌の治療のため入院
　した際、生活費を使い込み、金銭が足りなくなり自宅を売却。以降次男宅で
　同居を開始している。元々の性格が先鋭化し、妻が病気になったのは親戚の
　せいだと事実ではない事を言いふらす、妻を馬鹿にする言動が悪化。ケアマ
　ネの無能さを法テラスに訴える、デイサービスで水虫をうつされた・3ヶ月カ
　レーしか出さない等と言い掛かりをつけ、今までにケアマネを3回、デイサー
　ビス事業所を10か所程度変え更に利用は断られ、現在は訪問看護のみ利用。
　現任ケアマネが携わったのは令和3年頃だが上記症状は急激な悪化を認めずも
　持続しており、身体機能は徐々に低下し転倒も増えていた。今までにもかか
　りつけ医の長谷川内科より専門医療機関の受診を薦められるも外来に連れて
　行っても二度と行かないだろうと思われ相談に至らず。ショートステイの利
　用は拒否あり。物忘れがひどく先程話した会話の内容を把握していないこと
　や、夜間トイレに行くときに大きな音を出しながら向かう、妻が起きていて
　も夜間エアコンを消す、さらに小さいストーブを購入したところ「消せ、ど
　けろ」と言われる等本人から妻への攻撃は続き、妻の我慢も限界に達した。
　今後は本人の施設入所を希望し、精神症状安定のため入院治療の希望あり。
　R7.1.31　東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和7年1月31日　13：45
　氏　　名：竹内　キミエ様（たけうち　きみえ）様
　生年月日：昭和　年　月　日（88歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr（サポート医：柞木田Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　H29年1月10日に内科かかりつけのひぐちクリニックより紹介されおお
　ぞらクリニックを初診。同クリニックにてアルツハイマー型認知症と診断
　され薬物治療開始したが自己中断していた。自宅にてヘルパー利用しなが
　ら生活していたが、室内は乱雑で徐々にひどくなり自宅生活の継続が困難
　となったため、H31年4月29日にGHにこにこプラザ三沢に入居となる。入
　居当初よりせん妄等がみられていあたが、特に病院受診する程でもなかっ
　たとのことで受診には至らず経過観察とし、施設生活には適応していた。
　　R3年に入ってから夜間不眠や物探し行為がみられだし、他利用者に対す
　る過干渉からトラブルとなることもあり、日中傾眠もみられたため、かか
　りつけ医のひぐちクリニックよりドネペジルが処方となった。同年2月に意
　識障害等出現したことから三沢市立病院受診し、ドネペジル中止となる。
　その後認知症症状悪化し、同年7月23日におおぞらクリニックを再受診し、
　認知症の治療を再開している。以降は定期通院で病状安定し、グループホー
　ムでも問題言動なく経過していた。しかし、R6年9月頃より夜間の睡眠が不
　安定となり、その後薬剤調整するが、11月からは易怒性も出現し、施設対
　応が困難と施設側より入院治療の希望が出ていた。12月6日同クリニック受
　診時に薬剤調整を行い、大声を出すことは減っていたが、多動的であり、転
　倒・転落リスクが高い状況とのことで、やはり施設での対応は困難な状況。
　改めて施設・家族より入院治療の希望があり、R7年1月10日当院にて入院予
　定としていたが、当院での感染症拡大について家族より不安あり入院日延期
　の希望あり。施設と相談の上、一度1月17日へ入院日変更とするも、当院の感
　染拡大が収束しない状況から再度家族より入院延期の希望あり。再調整し、
　本日診察の結果、東病棟Cユニットに医療保護入院となる。
